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 令和４年度第 7回総会 

（開始時刻９時３０分） 

 

事務局（中川事務局長補佐） 

 それでは、ただいまから総会を始めさせていただきます。 

 本日の委員の出席状況でございますが、委員総数１７名のうち、本日出席の委

員は１７名、欠席委員はございません。 

 したがいまして、出席委員数が在任委員数の過半数を超えておりますので、

「農業委員会等に関する法律第２７条第３項」の規定に基づき、本日の総会が、

「成立いたしますこと」をご報告申しあげます。 

 それでは、山田会長からご挨拶を賜りまして、そののち、「下関市農業委員会

総会会議規則第６条及び第７条」の規定に基づき、議長である会長の「開会の宣

告」ののち、お手元の総会次第に従いまして議事を進めさせていただきます。 

 それでは、会長、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

 （会長挨拶） 

 先ほど、事務局から報告がありましたように出席委員が過半数を超えていま

す。本日の総会は、成立いたしますので、「令和４年度第 7 回定例総会の開会」

を宣告します。 

 それでは、議事に入ります前に総会会議規則第１９条第３項の規定に基づき

まして私のほか２名の委員が署名することとなっておりますので、私の方から

指名させていただきます。 

本日の総会の議事録署名委員に、議席番号１２番 坂田謙佑委員と、議席番号１

３番 伊田喜弘委員のご両名を指名させていただきます。どうかよろしくお願

いいたします。 

 

それでは、議事に入ります。日程第１「議案第１号 農地法第３条第１項の規

定による許可について」お諮りいたします。 

 審議にあたり、本来であれば、１番、２番をお諮りするところですが、１番の

案件につきましては、農業委員会等に関する法律第３１条「議事参与の制限」に、

議席番号１０番 田上光義委員が該当していますので、別々にお諮りさせてい

ただきます。 

まず、２番の案件について、事務局の説明を求めます。 
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事務局（中川事務局長補佐） 

 ご説明いたします。以降着座にてご説明いたします。 

総会議案書１ページをお開きください。 

２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。 

登記地目は、田１筆、面積は、１，４８３㎡、位置図は５、６ページ、公図は、

７ページをご覧ください。申請地は、下関市役所豊浦総合支所小串支所から、東

へ、約２．９ｋｍに位置している過去に農業公共投資の対象となった農地でござ

います。申請理由は、県外に居住しており、農業後継者もいない譲渡人の要望に、

譲受人が応じ、現在、耕作している農地の隣接地を取得するものでございます。 

申請地は、譲受人の            の距離に位置しており、譲受後

は、水稲を栽培する予定でございます。贈与による所有権の移転となっておりま

す。 

各譲受人は農地を効率的に利用し、耕作に必要な労働力、農業用機械を所有し

ており、周辺農地の農業上の総合的な利用の確保に支障が生ずる恐れがないこ

とから、農地法第３条第２項各号に該当しないため、許可基準を満たしていると

考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に地区委員からの現地調査結果

の報告をお願いします。 

なお、説明に当たりましては、個人情報保護の観点から直接個人名を使わず、

譲渡人、譲受人等の表現で報告をお願いします。 

それでは、２番の案件につきまして、議席番号９番 石田安男委員、報告をお

願いいたします。 

 

石田安男委員 

 議席 2番の案件について補足説明をいたします。１０月４日に農業委員２名、

事務局職員 2名で現地を確認いたしました。 

申請地は、 川棚クスの森の近くのほ場整備田で、すでにほ場整備工事の時点

から隣接の譲受人のほ場と一帯というか一枚となっていたようです。 

譲渡人は、親族で遠隔地におり、後継者もいないことから、無償で譲り渡すこ

とにし、譲受人に申し出たもので、隣地で当初より耕作しておりこれに応じたも

のです。 特に問題はないと思います。 

 ご審議の程よろしくお願いします。 

 



3 

 

議長（山田会長） 

それでは、これより質疑に入ります。質疑がある方は、挙手され起立して議席

番号及び氏名を述べられ、ご発言をお願いいたします。 

質疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可について」、２

番の案件は、「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって本議案については、原案のとおり「許可」とする

ことと決しました。 

 それでは、  委員は退席をお願いいたします。 

 

（  委員 退席） 

 

それでは、１番について事務局の説明を求めます。 

 

事務局（中川事務局長補佐） 

総会議案書１ページをお開きください。 

１番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。 

登記地目は、田１筆、面積は、１，８３３㎡、位置図は２、３ページ、公図は、

４ページをご覧ください。申請地は、下関市役所豊浦総合支所室津支所から南東

へ約６７０ｍに位置している過去に農業公共投資の対象となった農地でござい

ます。申請理由は、高齢で耕作が困難となり、農業後継者もいない譲渡人の要望

に、前耕作者である譲受人が応じ、経営基盤の安定を図るものでございます。 

申請地は、譲受人の         の距離に位置しており、譲受後は、水

稲を栽培する予定でございます。贈与による所有権の移転となっております。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に地区委員からの現地調査結果

の報告をお願いします。 

１番の案件につきまして、議席番号９番 石田安男委員、報告をお願いいたし

ます。 
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石田安男委員 

 議席９番の石田です。 １番の案件について補足説明をいたします。１０月４

日に農業委員２名、事務局委員２名で現地を確認いたしました。  

申請地は、室津小学校の近くのほ場整備田で既に収穫は終わっておりきちん

と管理されていました。 

譲渡人は、老齢のため耕作が困難となり農業後継者がいないことから、無償で 

譲り渡すことにし、現在耕作してもらっている譲受人に申し出て、譲受人は、 経

営基盤を安定させるためこれに応じたものです。 

譲受人は、夫婦と長男で専業農家で地域の中核的な認定農業者であり、問題は

ないと思われます。 

ご審議の程よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

それでは、これより質疑に入ります。質疑がある方は、挙手され起立して議席

番号及び氏名を述べられ、ご発言をお願いいたします。 

質疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可について」、１番

の案件は「許可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって本議案は、原案のとおり「許可」とすることと決

しました。 

それでは  委員着席をお願いします 

 

（  委員 着席） 

 

議長（山田会長） 

次に日程第２「議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可について」

をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（中川事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書８ページをお開きください。１番申請者、土地の所在等は、議案書

に記載のとおりでございます。位置図は、９、１０ページ、公図は１１ページで、
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土地利用計画図は１２ページをご覧ください。申請地は、下関市役所豊浦総合支

所から北東へ約３３０ｍの位置にある農地で、都市計画法第８条第１項第１号

に規定する用途地域に定められている区域内にある「第３種農地」となります。

該当条文は、議案書記載のとおりでございます。 

転用目的は、長屋住宅でございます。 

申請理由につきましては、住環境に恵まれた地域で、長屋住宅の建設を求める

要望も多く寄せられていることから、この度の計画に至ったものでございます。

一体利用地は、法定外公共物の加工部分のみで、施工に必要な申請書が提出され

ており、確保は確実で、計画面積は、土地利用計画からみて、適当であると判断

しました。 

土砂の流出対策としては、申請地周辺には、青線で分断された農地１筆のみで、

申請地内は、アスファルト舗装し擁壁等を設置する計画となっております。 

汚水は、公共下水道で処理され、雨水のみ、農業用用排水路に放流されること

から、周辺農地への営農には支障ないと判断しました。 

本件は、「第３種農地」であるため、許可基準を満たしていると考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に、担当委員に現地調査の結果の

報告をお願いいたします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号９番 石田 安男委員、報告をお

願いいたします。 

 

石田安男委員 

 議席９番の石田です。１番の案件について補足説明をいたします。１０月４日

に農業委員２名、事務局職員２名で現地調査を行いました。 

申請地は、川棚の中心部に近く、住環境に恵まれた地域で立地条件もよく、賃

貸住宅を求める要望が多くあります。すでに南側隣接地で昨年 3 月に 4 条許可

でアパート     を所有しています。 四方は道路、 住宅、太陽光発電施設

に囲まれた孤立した土地です。今回、長屋住宅１棟６戸及び駐車場 7 台を計画

しています。 

雨水は、溜桝から自然流下で農業用用排水路へ、汚水は公共下水道で処理いた

します。周辺に農地はなく、用途区域も第３種農地ですので問題はないかと思い

ます。 
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ご審議の程、よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明及び担当委員の報告が終わりましたので、これより質疑に入り

ます。質疑はございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可について」、原

案のとおり許可することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、原案のとおり許可することと決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第３「議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可について」

をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（中川事務局長補佐） 

総会議案書、１３ページをお開きください。 

１番、説明の前に議案書の訂正がございます。備考欄に本案件を、「無断転用」

案件と記載しておりましたが、正しくは、「追認許可申請」案件でございます。

申し訳ございませんでした。本日お配りしております、議案書の訂正にてご確認

願います。 

それでは、ご説明いたします。 

申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。登記地目は、

畑１筆、面積は、１６１㎡、位置図は１７、１８ページ、公図は、１９ページ、

土地利用計画図は２０ページをご覧ください。申請地は、下関市役所小月支所か

ら北東へ、約１．９ｋｍに位置している過去に農業公共投資の対象となっていな

い孤立した農地で、「第２種農地」となります。 

転用目的は、駐車場の整備でございます。 

申請理由につきましては、既存の駐車場が手狭になったことから、事務所の近

くに位置している申請地に計画したもので、県外に居住しており管理ができな

い譲渡人が譲受人の要望に応じたものでございます。 
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売買による所有権の移転となっております。 

本案件には、一体利用地はなく、添付書類にて、譲受人が所有している車両の

台数も確認でき、計画面積は、土地利用計画からみて適当であると判断していま

す。また、申請地への進入路として、２９３６番、２９３７番、２９４６番１を

通行いたしますが、いずれも譲受人の所有地でございます。 

申請地は、孤立した農地であり、汚水の発生もなく、雨水のみ、隣接地に放流

されますが、土地所有者である譲受人は土地所有者として承諾しており、周辺農

地の営農には支障ないと判断しました。なお、本案件は、追認案件で、申請地は、

１０年前頃から駐車場として利用されていたことから、下関市農業委員会会長

あてに、始末書の提出がなされております。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

１３ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、畑１筆、面積は、８１㎡、位置図は２１、２２

ページ、公図は、２３ページ、土地利用計画図は２４ページをご覧ください。申

請地は、下関市役所王喜支所から南西へ、約１ｋｍに位置している過去に農業公

共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種農地」となります。 

転用目的は、農家住宅でございます。 

申請理由につきましては、隣接地に農家住宅を建築するにあたり、十分な農作

業スペースが確保できないことから、この度の計画に至ったもので、申請地を、

耕作していない譲渡人が譲受人の要望に応じたものでございます。 

贈与による所有権の移転となっております。 

一体利用地の１筆は、譲受人の所有地で、残りの一体利用地は、市道占用部分

のみで、施工に必要な指令書が提出されており、確保は確実で、計画面積は、土

地利用計画からみて適当であると判断しています。 

申請地には、隣接した農地が一部ございますが、既存のブロック塀や水路で分

断されており、汚水は、合併浄化槽で処理され、道路側溝に、雨水は、農業用用

排水路又は道路側溝に放流されることから、周辺農地の営農には支障ないと判

断しました。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 
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総会議案書、１４ページをお開きください。 

３番、申し訳ございません。本案件も議案書の訂正がございます。登記地目、

現況地目を、畑と記載しておりましたが、正しくは、田でございます。本日お配

りしております、議案書の訂正にてご確認願います。 

それでは、ご説明いたします。 

申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。登記地目は、

田１筆、面積は、２９８㎡、位置図は２５、２６ページ、公図は、２７ページ、

土地利用計画図は２８ページをご覧ください。申請地は、下関市役所勝山支所か

ら東へ、約１．６ｋｍに位置している過去に農業公共投資の対象となっていない

小集団の農地で、「第２種農地」となります。 

転用目的は、自己用住宅でございます。 

申請理由につきましては、借家住まいの借受人に、             

実家からも近くに位置している父親である貸付人の所有地に自己用住宅の建

築を計画したものでございます。 

使用貸借による権利の設定となっております。 

一体利用地の１筆は、相続人である貸付人の所有地で、残りの一体利用地は、

法定外公共物使用部分のみで、施工に必要な申請書が提出されており、確保は確

実で、土地利用計画及び建ぺい率からみて計画面積は、適当であると判断してい

ます。 

総会議案書２７、２８ページをお開きください。本件は、一部転用案件となっ

ておりますが、申請地の北側の残地部分は、申請者から、道路幅員証明が提出さ

れており、市道認定された部分のため、事務局は、営農には支障ないと判断いた

しました。 

申請地周辺には、市道や水路で分断された農地のみで、汚水は合併浄化槽で処

理され、雨水ともに農業用用排水路に放流されますが、水利組合代表者に説明が

なされており、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

１４ページに戻りまして、４番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目は、田１筆、面積は、３３８㎡、位置図は、２９、

３０ページ、公図は、３１ページ、土地利用計画図は３２ページをご覧ください。

申請地は、下関市役所小月支所から北西へ、約６５０ｍに位置している過去に農
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業公共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種農地」となります。 

転用目的は、自己用住宅でございます。 

申請理由につきましては、借家住まいの譲受人夫婦            

   、職場及び現在の居住環境を考えた結果、申請地を選定したもので、高齢

となり耕作及び管理が困難な譲渡人が譲受人の要望に応じたものでございます。 

売買による所有権の移転となっております。 

一体利用地の２筆は、譲渡人の所有地で、確保は確実で、土地利用計画及び建

ぺい率からみて計画面積は、適当であると判断しています。また、前面の私道路

の土地所有者である譲渡人は、道路を通行すること、汚水、雨水が、道路側溝に

放流されることについても、承諾しております。 

土砂の流出対策としては、申請地に隣接した農地が一部ございますが、申請地

を造成し、法面は、芝張りで養生する計画となっており、汚水は、合併浄化槽で

処理され、雨水とともに、私設の道路側溝に放流されることから、周辺農地の営

農には支障ないと判断しました。 

本件は、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしていると考えられま

す。 

 総会議案書、１５、１６ページをお開きください。 

５番、この度の申請は、林地開発面積、１１，４４０㎡、農地等を含む、開発区

域内面積が、３９，７６１㎡、市道加工等を含む全体面積が、４２，３００．９

７㎡と大規模な計画となっており、合わせて、山口県森林整備課に林地開発の開

発許可申請書が提出されております。 

申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。 

登記地目は、田１０筆、合計面積は、１６，７１２．６９㎡、畑１１筆、合計

面積は、４，９７３．２２㎡、合わせて、２１，６８５．９１㎡の転用面積とな

っております。位置図は、３３、３４ページ、公図は、３５ページ、農地求積図

は、３６ページ、土地利用計画図は３７ページ、防災施設計画図は、３８ページ

でございます。また、議案書では、図面が小さく、白黒印刷となっておりますの

で、議案第３号５番関係資料も合わせてご覧ください。申請地は、ＪＲ山陰本線

長門二見駅から北東へ、約１．８ｋｍから２．０ｋｍに位置している過去に農業

公共投資の対象となっていない小集団の農地で、「第２種農地」となります。 

転用目的は、公共残土処分場及び進入路の整備でございます。 

申請理由につきましては、現在、公共工事を発注する際に下関市内には受入可
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能な公共残土処理場が無い状況にあることから、山口県からの要望により、受入

土量、約２１．３万㎥の公共残土処理場を新設するもので、管理及び耕作が困難

な各貸付人が借受人の要望に応じたものでございます。 

賃借権の設定となっております。 

議案第３号５番関係資料１ページをお開きください。 

事業実施区域を赤線で囲んでおりますが、緑色に着色されている筆が、申請地

で、黄色に着色されている部分及び山地番で公図の存在しない、着色されていな

い部分が、一体利用地となります。林地開発区域内の一体利用地の内、山林、宅

地等の４０筆の各土地所有者又は各法定相続人から、開発行為の同意書が提出

されており、残りの一体利用地である、市道及び法定外公共物の加工部分につい

ては、各施工に必要な承認書、許可書が提出されております。林地開発区域外の

一体利用地の内、２筆は、登記地目が、農地でございますが、申請者から提出さ

れた、市道証明で、認定市道内に位置していることが確認でき、宅地１筆、公衆

用道路１２筆については、開発行為の同意書が提出されております。残りの一体

利用地である、市道及び法定外公共物の加工部分については、各施工に必要な承

認書、許可書が提出されており、確保は確実と判断しました。 

総会議案書１５ページ、備考欄にも記載しておりますが、工事期間が、１０箇

年、残土搬入量、２１３，０００㎥の計画となっておりますが、申請者からは、

事業計画工程表及び過去の残土処理場への搬入実績表が提出されており、この

度の工事期間及び計画規模は妥当であると判断しております。 

続きまして、造成計画でございます。本案件は、盛土が最大１３．９ｍとなっ

ておりますが、縦断勾配、横断勾配、法面勾配、排水施設、集水桝、沈砂池等の

防災施設、門扉や仮囲い板、鳥獣被害防護柵の設置等の安全対策及び防災計画を

含む造成計画に関する設計条件等は、全て「林地開発許可申請の手引き」により

設計がなされております。林地開発担当課において、農地を含むこの度の計画に

ついては、審査がなされており、事務局においても事前審査に必要な資料は、全

て提出を求め、審査しております。また、地元自治会、地元漁業権者、地元農地

開発土地改良区、地元土地改良区からもこの度の開発行為に係る同意書が提出

されており、地元関係者への事前説明、協議等も行われております。 

次に、土砂流出対策について、ご説明いたします。 

申請地、計画地に隣接している農地は２筆でございます。    番 の土砂

流出対策としては、法面を整形し種子吹付を計画されております。２７１６番の
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申請部分は、既存の法面部分で、土水路を設置する計画となっております。汚水

の発生はありません。雨水については、新設の水路又はコルゲート排水管をとお

り沈砂池に集められ、農業用用排水路に放流されますが、排水施設流量計算がな

されており、周辺農地の営農には支障ないと判断しました。なお、沈砂池から先

に施工されますので、雨水は、施工中も一旦、沈砂池に集められ農業用用排水路

に放流されます。 

最後に、残土搬入終了後の管理等についてご説明いたします。 

残土搬入終了後、山林部分は、クヌギ等が植林され、農地部分は、造成緑地さ

れます。工事完了から３年間は、工事期間中と同様に借受人である組合が管理し、

その後は、関係機関及び自治会等からの要請があれば、組合が適正に対応する旨

が記載された、管理計画書が提出されております。 

本件は、第２種農地で、「他に適当な土地がないため」、許可基準を満たしてい

ると考えられますが、大規模且つ施工期間が長期に渡ることから、沈砂池の完成

時など、申請者には、各施設の完成時等、適宜報告を求め、農業委員及び事務局

職員にて現地調査することが望ましいと考えております。 

本案件は、林地開発許可後又は同時施行といたします。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に地区委員からの現地調査結果

の報告をお願いいたします。 

それでは、１番、２番及び４番の案件につきまして、議席番号２番 新久保克

己委員、報告をお願いいたします。 

 

新久保克己委員 

 議席番号２番の新久保です。 １番と２番、４番の案件について、現地調査の

結果を報告します。３件とも１０月５日に、農業委員２名と事務局職員２名で現

地確認を行いました。 

 まず１番の案件ですが、申請地は既に砂利が引かれた状態で１０年前から駐

車場として使用されていたものであります 

申請内容につきましては、事務局の説明どおり、譲受人が駐車場を計画したと

こと県外在住で管理ができない譲渡人が要望に応じたものであります。 隣接

する農地はありません。汚水はなく、表面雨水は一部隣接に放流されますが譲受

人の所有地であり既に承諾しております。始末書も提出されており問題ないと
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思います。  

 次に２番の案件です。申請内容は譲受人が農家住宅を計画したところ農作業

を行うには敷地が不足していたので、隣接する農地を取り込む計画でありまし

た。譲渡人が要望に応じたものです。 

 汚水は、合併浄化槽から道路側溝に放流し、雨水は農業用用排水路及び道路側

溝に放流するものであります。 

 隣接する農地は、二面ありまして一面は農業用用排水路で分断され、他の一面

は既存ブロックにより土砂流失対策がされておりまして問題ないと思われます。 

 次に４番の案件です。申請地は確認時果樹が数本植えられて、雑草が繁茂した

ところでありました。申請内容は譲受人が自己用住宅を計画したところ、高齢で

耕作が困難な譲渡人が要望に応じたものであります。 

 隣接する農地とは土砂の流出防止を図るため、芝張りを行い、汚水は合併浄化

槽から雨水とともに私道内の側溝に放流するもので、問題ないと思われます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

続きまして、３番の案件につきまして、議席番号１番 阪田実委員、報告をお

願いいたします。 

 

阪田実委員 

１番の阪田でございます。３番の案件につきまして、去る１０月４日、農業委

員２名、事務局２名で現地確認を行いました。 

私も勝山に住んで７０年になりますが、初めて行った地域でございます。長府

に抜ける県道沿いに御殿町という団地が、線路を挟んだ反対側は勝谷新町とい

う団地がありまして、丁度その窪地になるようなところに現地がありまして私

も初めてこういうところで農業をやっているのだなと知りました。 

元々は田んぼとして使用されていたようですが、長年田んぼは作られていな

いとのことでした。借受人は貸付人のお子さんにあたりまして、        

    を契機にこちらに家を建てるということで、勝山の人口も増えもろ手

を挙げて賛成でございます。 

雨水も汚水も周辺農地に影響のない状況でございますので、問題はないとこ

ろですので、よろしくご審議の程お願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

 続きまして、５番の案件につきまして、議席番号１７番 岩本憲慈委員、報告

をお願いいたします。 
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岩本憲慈委員 

 １７番の岩本です。５番の案件につきましてご報告をいたします。すぐる１０

月６日に、農業委員２名、事務局職員３名で現地を調査いたしました。 

 現場に行ってみてわかったことですが、こんな所に田があったというのを今

まで知った人がいただろうかというような山の奥で、片方は山陰線の線路があ

りまして、反対側は、寺畑というあまり人が住んでいない過疎化の進んだ山の奥

です。 

 先ほど事務局から説明がありましたが、公共残土の処分場とその進入を整備

するための農地転用であります。これまで利用していた残土処分場の受け入れ

が不可能となりまして、この度の計画、申請となったようです。 

 今回の事業計画の面積が、4.2ｈａで、そのうち農地面積が 2.2ｈａ、膨大な

広範囲に渡る申請でありますが、林地開発許可申請や道路工事施工承認などの

関係する法令に対する手続きがきちんと行われ、周辺の自治会や河川の下流に

ある二見漁協の同意もあることから、問題ないと判断しました。 

 ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

 ただいまの案件につきまして、中央に図面を広げておりますが、補足等ありま

すか。 

 

事務局（岡部事務局次長） 

 先ほど、岩本委員からも報告がありましたが、今回かなり面積的に広いという

こともあり、A3 の図面は用意させていただきましたが、それでも解りづらいと

ころもありますので、申請時に提出された A1の図面を準備していますので、ご

確認いただければと思います。 

 

議長（山田会長） 

 少し時間を取りますので、採決の前にご確認いただきたいと思います。 

 

議長（山田会長） 

よろしいでしょうか。 

それでは、事務局及び地区委員の説明報告が終わりましたので、これより質疑

に入ります。質疑は、ございませんか。 
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金田豊和委員 

 １６番の金田です。一体利用地の関係ですが、本農地の転用許可と一体利用地

の許可について、両方の許可が出ないと一体利用地の工事はできないのかどう

か確認したいのですが。一体利用地の工事が始まっていましたので。よろしくお

願いします。 

 

事務局（岡本主任） 

 お話は市道部分の一体利用地についてと思いますが、これについては、管理者

が許可したら農地法の許可前でも施工はできます。今回はこの市道の施工がな

ければこの開発ができないことから一体利用地として申請していただいており

ます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

他にございませんか。 

 

伊田喜弘委員 

 １３番の伊田です。提案ということで、意見を述べさせていただきたいのです

が、このような事案は数多くありません、当委員会は専門委員会を設置しており

ます。専門員会の活性化の意味合いからも、おそらく農地専門委員会になると思

いますが、専門委員会の委員で検討いただき、総会で審議するような流れをつく

っていけたらと思いますが、いかがかという提案です。 

 

議長（山田会長） 

今のご提案に事務局お願いします。 

 

事務局（岡部事務局次長） 

 今のご提案いただきました件については、検討させていただきたいと思いま

す。 

 

議長（山田会長） 

他にございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可」について、「許

可」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 
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全員挙手と認めます。よって本議案については、原案のとおり「許可」とする

ことと決しました。 

 なお、議案第３号５番の案件については、山口県ネットワーク機構の意見聴取

を行った後に許可とすることとします。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第４「議案第４号 農地法第５条第１項による許可案件の事業計画

変更の承認について」をお諮りします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局（中川事務局長補佐） 

ご説明いたします。 

総会議案書３９ページをお開きください。 

申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。 

位置図は、４０、４１ページ、公図は、４２ページで、変更前の土地利用計画

図は、４３ページ、変更後の土地利用計画図は、４４ページをご覧ください。 

変更内容は、目的及び、土地利用計画の変更並びに期間延長でございます。 

当初計画していた目的は、建売住宅９棟となっておりましたが、変更後は、特

定建築条件付売買予定地９区画となります。 

変更理由は、お客様から住宅用地として土地を購入し戸建て住宅を建築した

いとの問い合わせが多くあったことから、目的及び、土地利用計画を変更するも

のと、材料調達が遅延し、造成工事に大幅な遅れが生じていることから、合わせ

て、工事期間の延長を行うものでございます。 

今回の変更に伴い申請者からは、「建築条件付売買予定地に係る農地転用許可

関係事務取扱要領」に定めのある、申請に必要な事項が記載された関係書類が全

て提出されており、事務局は、農地転用事業者である譲受人は、この度の申請に

係る用途に供することが確実であると判断しております。 

また、農地転用事業者から土地購入者への土地の引き渡しの時期等、「建築条

件付売買予定地に係る農地転用許可関係事務取扱要領」に定められている 条件

を付して承認することとし、住宅が建築されるまでの間、事務局にてその都度状

況を確認することといたします。 

以上でございます。 
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議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に地区委員からの現地調査結果

の報告をお願いたします。 

それでは、１番の案件につきまして、議席番号２番 新久保克己委員、報告を

お願いいたします。 

 

新久保克己委員 

 ２番の新久保です。1 番の案件につきまして、現地確認の結果を報告します。

１０月５日に、農業委員２名と事務局職員２名で現地調査を行いました。 

 調査時は造成工事中でありまして、進捗状況は概ね 40％程度でありました。

申請内容につきましては、事務局の説明のとおりで、今年の２月に転用許可を受

けたものを今回３点変更するものです。まず１点目は、建売住宅９棟で許可を受

けたものを顧客の要望により特定建築条件付き売買予定地９区画に変更するも

のです。２点目は、資材調達の遅延によりまして、期間を令和６年８月１６日ま

で延長するものです。３点目は、２期工事の計画をしておりましたが、２期工事

の中止に伴いまして側溝等を一部変更するもので、土地利用計画を変更するも

のであります。 

 特定建築条件付き売買予定地につきましては、必要な書類も提出されており、

問題ないと思われます。 

ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明及び担当委員の報告が終わりましたので、これより質疑に入り

ます。 

質疑はございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第４号 農地法第５条第１項による許可案件の事業計画変更

の承認について」、原案のとおり許可することに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、原案のとおり許可することと決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第５「議案第５号 現況確認について」をお諮りします。 

それでは事務局の説明を求めます。 
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事務局（中川事務局長補佐） 

総会議案書４５ページをお開きください。 

１番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のとおりでございます。登記地

目、畑１筆、面積は、６９０㎡で、申請地の位置図は、４６、４７ページ、公図

は４８ページをご覧ください。申請地は、下関市役所豊北総合支所角島支所から

南西へ約１．９ｋｍに位置する土地でございます。 

４５ページに戻りまして、２番、申請者、土地の所在等は、議案書に記載のと

おりでございます。登記地目、畑１筆、面積は、２，２７４㎡で、申請地の位置

図は、４９、５０ページ、公図は５１、５２ページをご覧ください。申請地は、

下関市役所豊北総合支所神玉支所から南西へ約１．１ｋｍに位置する土地でご

ざいます。 

令和４年１０月６日に、農業委員２名、最適化推進委員１名と事務局職員１名

で現地調査を行いました結果、議案書記載のとおりの状況でございました。現況

確認書交付事務取扱要領第５条（３）に該当するため、どちらの案件も「非農地」

と確認いたしました。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に地区委員からの現地調査結果

の報告をお願いたします。 

それでは、１番及び２番の案件につきまして、議席番号１８番 有田孝義委員、

報告をお願いいたします。 

 
有田孝義委員 

 １８番の有田です。１番及び２番の案件について補足説明をいたします。１０

月６日、農業委員２名、農地最適化推進委員１名と事務局職員１名で現地を調査

いたしました。 

 １番、２番の案件ともに、申請地は、雑木等が繁茂し、山林化しておりました

ので、農地に戻せる状況ではなく、非農地と判断いたしました。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局及び地区委員の説明報告が終わりました。これより質疑に入ります。質
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疑は、ございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

「議案第５号 現況確認について」、１番及び２番の案件については「非農地」

とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって本議案は、原案のとおり決しました。 

 

議長（山田会長） 

次に日程第６「議案第６号農業振興地域整備計画の変更に係る意見決定につ

いて」をお諮りします。 

 それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（中川事務局長補佐） 

それでは、ご説明いたします。 

総会議案書５３ページをお開きください。 

本案件は、農業振興地域整備計画の変更を行うにあたり、農業振興地域の整備

に関する法律に基づき、下関市長から農業委員会へ意見を求められたものでご

ざいます。 

１番、申出者、土地の所在等は議案書に記載のとおりでございます。位置図は

５４、５５ページ、公図は、５６、５７ページ、平面図は、５８ページ、敷地平

面図は、５９、６０ページ、立面図は、６１ページをご覧ください。申出地は、

ＪＲ山陰本線阿川駅から南西へ約９６０ｍに位置する農地でございます。 

計画変更の理由は、携帯電話無線基地局を設置するためでございます。 

本件は、農用地区域からの除外で、重要変更となります。 

５３ページに戻りまして、２番、申出者、土地の所在等は議案書に記載のとお

りでございます。位置図は、６２、６３ページ、公図は６４、６５ページ、平面

図は、６６ページ、立面図は、６７ページをご覧ください。申出地は、下関市役

所内日支所から南西へ約２．３ｋｍに位置する農地でございます。 

計画変更の理由は、携帯基地局建設のためでございます。 

本件も、農用地区域からの除外で、重要変更となります。 

５３ページに戻りまして、３番、申出者、土地の所在等は議案書に記載のとお

りでございます。位置図は、６８、６９ページ、公図は７０、７１ページ、全体

配置図は、７２ページをご覧ください。申出地は、ＪＲ山陰本線小串駅から東へ

約３．３ｋｍに位置する、農地でございます。 
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計画変更の理由は、観光農園及びキャンプ場開設のためでございます。 

市長部局と山口県の事前調整により、    番の２８７㎡及び    番 

 の一部３，１９１㎡が、農用地から農業用施設用地への「用途区分の変更」で、

軽微な変更となり、テントサイト６区画部分となる、    番 の一部３３０

㎡は、農用地区域からの除外で、重要変更となります。 

なお、本件は、全体配置図が提出されておりますが、一体利用地を含む事業実

施区域の全体計画が不明となっておりますので、農地転用時には、提出された関

係資料等で精査が必要だと考えております。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、質疑の前に、地区委員に現地調査の結果の

報告をお願いします。 

１番の案件につきまして、議席番号１８番 有田孝義委員、報告をお願いいた

します。 

 

有田孝義委員 

 １８番の有田です。１番の案件について補足説明をいたします。１０月６日、

農業委員２名と事務局職員１名で現地を確認いたしました。 

 事務局の説明のとおりで、災害発生時の通信確保や地域住民の利便性向上の

ため、必要と思われます。 

農用地区域からの除外について問題はないものと判断いたしております。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 

 

議長（山田会長） 

次に、２番の案件につきまして、議席番号７番 下田敏純委員、報告をお願い

いたします。 

 

下田敏純委員 

 ７番の下田です。１０月５日に、農業委員２名、事務局職員 1名で現地の確認

をいたしました。 

現地は、きれいに草刈り等され管理されている農地でした。携帯基地局建設と

いうことですが、この農地は県道に面しており最適な場所と選定されたものと

思われます。公益性の高い事業ですので、重要変更ですがやむを得ないと思われ

ます。 

ご審議の程よろしくお願いいたします。 
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議長（山田会長） 

次に、３番の案件につきまして、議席番号９番 石田安男委員、報告をお願い

いたします。 

 

石田安男委員 

 議席 9番の石田です。３番の案件について補足説明をいたします。１０月４日

に農業委員２名、事務局職員２名で現地を確認いたしました。 

この案件は下関農業振興地域整備計画の変更により、観光農園及びキャンプ

場を開設する計画です。 

申請地は、川棚クスの森から菊川よりに 500m程度離れた棚田の一番奥に当た

ります。軽微な変更として農業用施設として農園スペース、ビニールハウス等

3,478㎡、重要変更としてテントサイト 330㎡の計画となっています。全体計画

にありますが、最近はやりのライダーハウス、トレーラーハウスとか自然体験ス

ペースとかキャンプサイトとかを計画されているようです。なお、この計画は中

小企業庁事業再構築補助金の採択を受け、令和 5 年中に事業を開始する必要が

あるようです。 

申出者は豊浦町内で種苗生産や肥料製造等農業用資材を取り扱う法人です。

土地所有者は代表の名義となっています。周辺関係農家は 1 戸だけで、特に問

題はなさそうですし、問題発生の場合は市長宛に、関係者と協議の上善処するむ

ねの誓約書が出されております。 

ご審議の程よろしくお願いします。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明及び地区委員の報告が終わりましたので、これより質疑に入り

ます。質疑はございませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第６号農業振興地域整備計画の変更に係る意見決定につい

て」、「意見なし」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって、「議案第６号農業振興地域整備計画の変更に係

る意見決定について」、「意見なし」とすることと決しましたので、その旨の意見

を付して下関市長に送付します。 
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議長（山田会長） 

次に、日程第７「議案第７号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定

による農用地利用集積計画の決定について」をお諮りします。 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局（中川事務局長補佐） 

 ご説明いたします。 

総会議案書７３ページをお開きください。 

１番、この案件は、令和４年１１月１日公告予定分に係る決定でございます。

詳細につきましては、７４ページから７９ページの「１．農用地利用集積計画一

覧表（令和４年１１月１日公告予定分）」をご覧ください。 

この案件は、利用権に係る決定です。別紙「議案第７号関係資料」の１ページ

から３ページに、地区別の利用権設定面積の一覧表、田畑の新規更新別の一覧表、

期間別の一覧表をお示ししております。 

いずれの案件も、計画内容は、「下関市農業経営基盤強化の促進に関する基本

的な構想」に適合し、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たし

ていると考えられます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑は、ござい

ませんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第７号 農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定によ

る農用地利用集積計画の決定について」賛成委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって本議案については、原案のとおり決定しましたの

で、その旨を下関市長へ通知することといたします。 

 

 

議長（山田会長） 

次に日程第８「議案第８号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第

１項の規定による農用地利用配分計画に係る意見決定について」をお諮りしま

す。 

 それでは、事務局の説明を求めます。 
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事務局（中川事務局長補佐） 

ご説明いたします。 

総会議案書８０ページをお開きください。 

この案件は、農地中間管理機構が借受けた農地を、公募した借受け希望農家に

配分するにあたり、下関市長から農用地利用配分計画に係る意見を求められた

ものでございます。 

１番、内容につきましては、８１ページの「１．農用地利用配分計画（案）（豊

浦区域分）」と、８２ページの「利用権の設定を受ける者の経営状況（豊浦区域

分）」をご覧ください。別紙「議案第８号関係資料」に地区別の利用配分計画集

計表をお示ししております。 

本件は、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５項の各要件を満

たしていると考えられます。 

 以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりましたので、これより質疑に入ります。質疑はございま

せんか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。 

それでは、「議案第８号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第１

項の規定による農用地利用配分計画に係る意見決定について」、原案のとおり

「意見なし」とすることに賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。 

よって、原案のとおり「意見なし」と決しましたので、その旨の意見を付して

下関市長に送付します。 

 

議長（山田会長） 

次に、日程第９「議案第９号 令和３年度利用状況調査に係る農地法第３５条

第１項の規定に基づく農地中間管理機構への通知について」をお諮りします。 

それでは、事務局の説明を求めます。 

 

事務局（中川事務局長補佐） 

ご説明いたします。 

農地法第３０条に基づいて行う「農地利用状況調査」は、毎年１回、農業委員
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会が管内すべての農地の利用状況について調査を行うものになります。 

調査の結果、遊休農地と判定された農地の所有者等に対しては「利用意向調査」

を実施し、農地の利用意向を確認することとなっています。 

利用意向調査の結果、農地の所有者から、農地中間管理事業を利用する意思が

ある旨の表明があったとき、農業振興地域内の農地については、農地法３５条第

１項の規定により、農地中間管理機構に対し、その旨を通知することとされてい

ます。 

別紙議案第９号関係資料「令和３年度利用状況調査分利用意向調査結果」をご

覧ください。令和３年度に実施した利用意向調査の現時点での結果をまとめた

ものでございます。裏面は、前回の総会時より現時点までの回答の状況です。令

和３年度利用意向調査を実施した合計、６４３筆、７２５，２７１㎡のうち、農

地中間管理事業の利用希望があった回答区分①の農地、２２０筆、２５７，１０

８㎡を、農地中間管理機構に通知していますが、今回、新たに農地中間管理事業

の利用希望があった農地、２筆、３，４８３㎡を加えて、回答区分①を、２２２

筆、２６０，５９１㎡で集計してございます。 

総会議案書８３、８４ページをお開きください。 

したがいまして、今回、農地の所有者から、農地中間管理事業を利用する意思

がある旨の表明があった、２筆、３，４８３㎡を農地中間管理機構へ、その旨通

知するものでございます。 

以上でございます。 

 

議長（山田会長） 

事務局の説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑は、ございませ

んか。 

 

ないようですので、質疑を打ち切り採決します。「議案第９号 令和３年度利

用状況調査に係る農地法第３５条第１項の規定に基づく農地中間管理機構への

通知について」賛成の委員の挙手を求めます。 

 

全員挙手と認めます。よって本議案は、原案のとおり決しましたので、農地中

間管理機構へ通知することといたします。 

 

議長（山田会長） 

審議事項はすべて終わりました。 

次に、日程第１０「報告第１号」から、日程第２２「報告第１３号」までを一

括して、事務局より報告を求めます。 
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事務局（岡部事務局次長） 

ご報告いたします。 

総会議案書８５から９１ページ、報告第１号「農地法第３条の３第１項の規定

による届出について」は、２６件ございました。 

９２ページ、報告第２号「農地法施行規則第２９条第１号の規定による転用届

出について」は、１件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。書類等そろっておりました

ので、専決により、受理通知書を交付いたしました。 

９７ページ、報告第３号「農地法第４条第１項第８号の規定による転用届出に

ついて」は、１件ございました。内容につきましては、記載のとおりでございま

す。書類等そろっておりましたので、専決により、受理通知書を交付いたしまし

た。 

９８から１００ページ、報告第４号「農地法第５条第１項による許可案件の事

業計画変更の承認について」は、２件ございました。簡易な事項についての処理

に関することにより専決により承認いたしました。 

１１４から１１６ページ、報告第５号「農地法第５条第１項第７号の規定によ

る転用届出について」は、９件ございました。内容につきましては、記載のとお

りでございます。書類等そろっておりましたので、専決により、受理通知書を交

付いたしました。 

１１７ページ、報告第６号「農地法施行規則第５３条の規定による転用届出に

ついて」は、１件ございました。内容につきましては、記載のとおりでございま

す。書類等そろっておりましたので、専決により、通知を交付いたしました。 

１１８ページ、報告第７号「農地法の規定による転用届出の撤回について」は、

１件ございました。内容につきましては、記載のとおりでございます。 

１１９ページ、報告第８号「現況確認について」は、３件ありました。内容に

つきましては、記載のとおりでございます。農業委員による現地確認を行い、現

況確認書交付事務取扱要領により現況確認書を交付いたしました。 

１３０ページ、報告第９号「農地造成完了届について」は、１件ございました。 

内容につきましては、記載のとおりでございます。農業委員による現地確認を

行っております。 

１３１から１３３ページ、報告第１０号「農地法第１８条第６項の規定による

通知について」は、利用権で設定されていた賃貸借の合意解約が９件ございまし

た。内容につきましては、記載のとおりでございます。 

１３４から１３５ページ、報告第１１号「農地の転用事実に関する証明につい

て」は６件ございました。内容につきましては、記載のとおりでございます。農
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業委員による現地確認を行い、提出された書類にて農地以外である旨が確認で

きましたので、証明証を交付いたしました。 

１３６ページ、報告第１２号「令和４年度第６回総会４号議案（現況確認につ

いて）にて承認された案件の訂正について」は、１件ございました。内容につき

ましては、記載のとおりでございます。申し訳ございませんでした。 

１３７から１３８ページ、報告第１３号「農地法第５条第１項による許可案件

の現地確認の報告について」は４件でございます。転用目的が、資材置場及び貸

資材置場で許可された４件について、農業委員による現地確認を行っておりま

す。内容につきましては、記載のとおりでございます。 

以上、ご報告いたします。 

 

議長（山田会長） 

事務局の報告が終わりました。 

ただいまの報告第１号から第１３号につきまして、ご意見、ご質問等ございま

せんか。 

 

ないようですので、以上をもちまして「令和４年度７回定例総会の閉会」を宣

告いたします。 

 

（終了時刻１０時４６分） 

 

 

 

 

 

上記の議事録は正確と認め署名する。 

 

 

議長                             

 

 

署名委員                           

 

 

署名委員                           


